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衰 紙 解 紐
k紙の“"i,合，1し屯治999ui白の作品です。金

訳,.,,日は鎌合のI釦：tた、愛し、数多くの胤県,,,,,

を描さましに同作，n, も飢 9ぶヶ··•を描いたも
ので、九',/Iな描9irささえられた 傑 itてす

99令 ^-lと • I 氏 9’斤蔵 ）
I991 他 9 伯 9よ．束 9;（ •Lれですが、大 919 8年に鎌

合に f名ってこられてから、昭和35<999亡くな

られるまで鎌fすに住み多くのit品を残されま
した 東 ,,,,~,·r-位をや烹 し、文展、帝展な
どで活9U 91949991県 文 化 賞 受 賞 創 9L会...
倉観光笑術協全などを 0,I<［されよした．

占郡に生まれ、 1り都にガち、 20年たちました。

風舌を耐えぬき、多くの年輪を充実さ

せていくことが、私たちの念顧





ごあいさ つ

鎌介イ，i）rI金1,11は、 昭和25年 8月、鎌介 市一円 を1凶槃区域 と

したい）II組合 として発）と いたしましてから、 本年で創立20閻

年 を迎 えることができました。

顧 みますれば、 戦後の経済朴の札乱期の中に設立さ れ幾多

のぶ練 を釆り越え、今 日の1冷盛発展 を成 し遂げ ること ができ

まし たこと は、先輩各位の格別のご指祁 と会貝並ぴに顧客の

粁様J1のご支援のJ{gものとそのごI'/.情 に対 し深・甚の敬慈を表

す るものであ ります。

1乍いに して 、今日 まで大過な く発展の一途を辿 って まい り

まし た が、某紐 も 遂年順，•01,1 な伸展 を示し 本年 9 月木 17 の森金

iitはI32倍円1こ泣 して おり ますか、 昭和46年 3月未日には150

位「り 1こ達成いたすぺ＜ 鋭．な努力 をいた して居 ＇）ます。

戦後の n本経済は、 ,r,度成長 に支 えら れてまい ったのであ

小
7
4
1

ります が、近時、貿易 の自由化、開放経済体制への移行など

経済弄の様相変化に伴い、信用金廂 の業務も金庫法の改正、

統一経理基準の実施、競争原理の消入等により、複雑多岐と

なって まいりま したので、経営の近代化のために、これに即

応 した経営方針の確立、誼葬機の荘入、あるいは 、店舗の研

設、営業区域の拡大に研鑽努力をいたして居ります。

なお、こ の記念すべき年をさらに飛躍の年たらしめるため、

信用金庫の使命であります中小企業金融に対しましては、全

智全能を傾け、貢献いたしますとともに、経営の信条であり

ます公共性、信用、健全経営の精神を昂楊し、揺がざる当金

庫 の発展に邁進いたす所存でありますので、なお一層 のご支

援を御願い中し上げ、創立20周年のこ＇挨拶といたします 。

理ポ仕 竹 鵡文夫
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I, I 入 伝 ま そ 生 ＂炉 旦
私

l tl 統 た れ き I ! : J た 20年の歩み
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心 』じヽ 人 づ し‘ し‘ の
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初代理事長と専務理事（現理事長） 信用組合免許証（昭和25年）

昭¥1125年6I J 21 I I兌起人磯部flJ布衛

1"1は力、10名により fiijれ条も会かI:ilfIi＇され

中小介梨`、やf,：11)組合法 にもとつく

謙介lif,;II)糸ll合をfill、［し 、昭和25

年8JJ I 11 付WIJ} 秘令冷 650 りをも •9

て大蔵KI:;r也Ill,)）人から免，liをう It、

初代組合Kに磯部{lJ右衛!"Iか就fr・し 、

鎌 和liklllf222番地 1J見／1鎌和1JIII比

ヵ ii( ・•.） • 11 1 笛 31り に1:/llし、たしま

した。 199]9「12J J 23 I Iには、籍介巾公令

lfd及,,,:となりました

昭 fl |26 ’ 1• 6月1s11iHI冴3238りをも

って f,:91) :thlit)； か1/他行されるに fl;

いよして、昭和27'!3))3111 鎌和Ii

f,：IIl令hli と糾乱を亥史し、 rl)代理’l',
旧本店店舗（右下）と穫倉風景（昭和41年） ・klこ磯名財ljイ渭r|＇りかWll命ll合から ')1さ

-
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信用金庫免許証（昭和26年）

紬いて就任され、いよしヽよ公共性を強

く発揮することとなりました。これに

よ り、地 ！じに 4x (L• する心． Iヌl から ll {{fll 27

年6JJ 23 I Iには1,.i民令雌公hliの代狸芯

務を1開始し 、li/Hll28年4JI 1 111こは鎌

介r1r大船 336番地に大船支店を、昭和

29年 4月111には鎌介rlill災越 209番地

に11嬰越如，月 をそ れぞれ1:111占いたしまし

た。

令},ドの兄容 も年々Il|（i,J.¥11こ推移いたし

ましたので、本店 々介1iが狭あいとな り

昭和31年IOII 1 Hには嫌介rli人・町1029



20年の歩み 20年の歩み

番地（通称 Iqh|I4ツ／り）に移転し、たし

ました (Ill,9/：以米糸和その先叫に、ク：って

指9riされた磯｛叫IJイiii/rI'’IFI9’I出が謙介

巾k就任に伴って市政多ItのためPl¥'I>

ki汲を離れられ非常勤PI9’liとなられた

ことから、竹111り文）：：＇，＇｝務 j・’19'ドがll{ifll32

f1 6)1 10 11f’19’l9Kに昇格就任いたしま

した しかし、磯部理 ＇卜は 1,,1年7I I I 7 

1 1 11'，しまれつつ水Illしされましたが、こ

こに fill、』/:201,9,1年を迎え改めて氏沖の心

を iぐ•するものであります

昭和32年のナペ底屎気を境にして令

Iヽド は、地！じ令融機関として、より f，ll/rlし

やすい令/,ド をIIざして、政府関係令曲

機関布の(t令を地！しに淋人すぺ〈昭和

32年12)I 2011中小企箕令融公hlt、昭和

33年12 J 1 29 1 1 4t| 1..11, i /1•I ithli j也イ}1さ‘Il(1

和34年10/13111中小企兄退載金'li梨1-11、

昭和35り4I I 1 11 Ii:'む令融公hl i の代.PJ!•

文務を、まにII{｛和35年6II 1 Hからは

内1l.II)｛い兄務をそれぞれIHI始したので

あります

・ Ii、11/Hl134年5II 1811には"",令hli

初のよ的であります大船支店か1lIn,i,ijに

応容が拡大いたしましたので店舗が狭

あいとなり鎌介lIi)s船77番地に新袂移

転いたしました

ll(Hll36年から昭和40年にかけては 、

初代理事長の元気な姿（昭和31年頃） 大船支店開店の頃（昭和30年）

職員とともに射安旅行、中央が初代理事長（昭和28年）
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旧腰越支店

一~ ~一

新築移転された大船支店（昭和34年）

.. ~ →-
北鎌倉出張所開店（昭和36年）

創立十周年記念祝賀会（昭和35年）

戸塚支店1111店（昭和39年）

第 期 の 応(・J，⑭顕．允強化か行なわれ

ました Tなわち、 II{｛fl136り・ 2 II I II 

には 111之内地19̂．の強い牧哨を if談とし

て北謙介出，；ldlr を設；i＇；、 •~Ill{｛和 37 年 8

II 111には _;z}，月に外格＼ヽたしました

， I'1 金 J,I! は、 /ill 、·,．以米鎌介巾•I 11を‘;:,・

丸J,,舟名として＇貨又を行な，＇てよ＼ヽ りま

したか、他令融機関との競合かり・々激

烈を極めてまいりましたために、淋・介

l|i •ド l 内ではとうて＼、他に打ちかつこ

とかむづかしい状況となりましたので

この打1i}j第として地区j1j,'；kをいたすこ

ととし、笥•ぼ階として ll/{fll 38 年 2 I I 

5 II横i)tIIi I i)iiil)(：への地区似，；kをijな

ったのであ ります。この柚浜巾への地

|)(．JIi:｝kを契機といたしまして 1991年7)j

8 II名称を 鎌介1,:111令hli と変史し、

拡りKI也1)(-．のより＇灼 J冷く(1りな1}tlJりを，，1・ るた

めに第 4 番 I I の文店として 1l{{fl139 11• 6 

I I 2311柑0)illi1 i)iiil)(:,'flll町55番地に};

塚必1，りを1}fl設いたしました。このよう

に店舗i,，1-|Ihiも杓々と進行いたしました

ので、すでに狭あいとなってまいりま

した大船如，り を昭和40年3JI 1 11 名Ii• 袂

いたした次第であります。

北務1f1iでは11/Hl136年4JI 24 H神奈川

県税収納＇ド務収扱 1，月となり県税の収納

、ド務を開始したのでありよす

＼ 
＼ 



総代の皆さま

20年の歩み

昭和41年には、第：Jり1の経貨J,1,盤拡

充強化を111．進いたしました その第・

は、横浜,Iii)、Iへの地区拡如て、昭和41

年5JI 1711には横浜市保 I・.ヶ谷区、南

区．、西区、ト1%？川区へ、昭和45年1)l 

1411には中区、磯 r-1,:、令沢区へとそ

れぞれ地区をi/；．’jkいたしたのてありま

す

第．．は1,imIiの格1liiiでありますか、 II(i

1'1142年1211121,t,;iJ(,li匹区II’ 央•. I • I I 

41番23サに柚浜1叫KI，＼を，没ji'iし、横浜

1|i中央部にJ，と初の店舗l1が進出したのて

あります また、 4ゞ1，月々紅Iiも/ill;,:201,＇」

年の，；じ念行＇j位の •つとして新袂する，， 1·

11hiをもっていたのでありますか、たま

たま神奈川県の I•4<1，；北に 1関連すると

ころとなり、その時期を 1年り'・めて1I{｛

和44年4月20II鎌｛和lii,111戎町 4番13り

に新袂移転し、 Ill 店舗は取りこわし馬i•

t|t場 としたのてあります

近時、労慟）Jイ</Lから 1，；務の介理化

かさけばれておりますか、＇ 1',令hliもこ

のような＇ ド態 を1It1り）に感じており、こ

のオ[|}tl策 として這 f計り機の,1!人を ，， I・ = 

両 し、昭和44年IOJJI 11',じt)：機9rし人委

li会を設けて，］J-r1l1i尖現のための研究1こ

人っております 以上か20年の少みの

あらよしであります

会員とともに北九州旅行（昭和37年）

横浜西支店

現本店店舗前を通る祭の行列
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明るい本店フロアー 研修風景

ク）れに、地／戌fi:lくの竹さまととも，.hり'-

＼、と＼ヽうのかft介i、,Ill令hli．念り[Iヽ:・ ( 

そのため•,.,令 hll ては 、令；；見北務；よかりぐな

〈、趣9K、 レク l（エ ／ 3 ンなど、お吝~只

主に‘たしん、:,、,,たける t-）、ぺ tヽ tな

'/うンを‘Uilておりま 1

お客様にも利用していただ（大会議室

研さんをかさねて お客さまとともに

11:・1,を効果的に処罪していくこと 1911る ＜視UJにお 吝ざまをお迎

ぇ｝ること こ，・） ＇）をモ， I に、ヽ l・，令1,1,1,111は、 H々．研さ

んを，nねておリます 近代的な介む,';11/Jを行なっために必安な 、

知入規tl'ある態度を身につ 1｝言お吝さ上に、．l.'金hliを；＼片よく

jlP/11111していたたけるよ 1努｝Jしてお,,).r 

研修風景 自衛隊の規律も身につけました
みごとなおてなみ 家族そろって遍動会



パヽら・`：、
新鮮なオゾンをすいながら

釣り天狗の面々

華道部発会の頃（昭和36年）
役員夫人一同

明るい職場づくりをめざして

明るいチームワークの卓球部 女性としてのたしなみもきちんと 県大会 3連覇の偉業を果した塁H求部



一 私と鎌倉

ナゴエ

1を以［ニ
(y : l i原介から 1k’J、 、 . I[II、未成のスモ，クを l'，i¥， 1こ'，1: 4JI・

ける 以ll'Iは 1 1 ;r,’ ヽ 1·:1,'ij|•It たものたか、この切やかまし

し，尤化・r,、-t，クなととし 9 ／し、やなもの1こh¥, t..〈なし、 J）と、

919 9 1’ し） II', I:ilか、人そ ILんどし、のどて、 1 -1 1 ，こ•|l1|、i，し、

l か 4し9K,• : I : 4• (t↓..  tこ

怜介：t t • Iか,・ー、ド＇^カ・ヽ ilし，だか、 9枇水it;／ 7、9になる

と、 (IIII I）り人間カ・"",,みろや 、）てくるから、や',＼ま 、クにこ

9 !..t -,な’ヽ＼分1・なる （文の（i-．んて＼ヽるところは 1Jrの中心か

らt,t ，し料(Iil ＇しヽるのて、家まては騒，•,!ll」 ll l 、’こなし 9

'らくの 1:/l「I'.I (・111カ＇あり、 16'IIiり1こ家を建―9たとヽは、 この

あ 1．．りは •HII'}，った 今：ょ 1,ll|IIl もさ—,I_ I)‘らくてつ t-9‘” し，る

か、そり項： t ＼， i 9 ;bる谷Ii ャト ら I,,I長し、龍ぺか h,I~ 

1地 9) 名． t 名 iJ! レ '’J グ）しか、 iい介協 l(•Ill.1代に．よ名払ば II ，，

名l，)，てあ たしもりの 1".,r:,、てある

ii,it， 比I’とi名越の111の中股に北条時政の館かあったそって

；，る 1怜(r.• : t . I杓·,；9．レか、•I;，， I‘.、 t', ・l:i)< i各，↓t ki f↓ん

か Ji, なし＇し、か！ •もか，こし、し、名前の IiIiーカ・多し、か、名也 な

レ9:・） レし、か： •も 11e1111 の i こおし、カ・ fこわこよ ，ヽ '(la t.i 

な心 1.7)名IIllf• から、（｝、はことさら、名越： lll') 名 1 』/r 、:.h -, 

名越安董院

たとか、北条館かちっととか、 II'!!り安II l,9・合、9J、l<il,．ヤカ近

PIiにあって l:(1 年の It,~<}: の対か、 1111"1 の，＇，9:j ¥、松1貞＼に こも って

＼ヽるなどと，；う しかし lじ米代は名1』/rlll粕にあまり囲味のな

し9,)）1こから 、i'I分の仕 んてしヽ る 1：地のltf史 を潤べたこともな

し、 ，J,IIへれは名越にはまだよ le;l'.11 IのIll粕からるにちかし，な

し、 トン＇’/ク、 I・ン／クと l1J•:•11 妙，、J＜，9j から IJrl,-:. てくるタイコ

の，，t：：、 /lilJrJ.,1ii，んと＋，91氏を、父挽します とマイクてか

なりだてる中．ど、 i:打.7)おくさんの I'（1しをしかる 1：；と、うちの

9,J. I’..7) 7、テレ r r）やかま 1さ:zな，t/1,;、itの住むところ

,; l 長介 11.9rf\. とこし、-かわ '9 なし、 ,',p か'•て ． ；ちるま，、かど思、う

鎌倉と私

i 2" i千

明治43年 12JI 2 IJ。 IIかかな冬 IIかさしわたってし、た

父け、姉、兄、私、弟、妹といさん ifl さん （ 父の l•I,，乍から

兄や／いに米ている姉妹）の 人家 hKI ;I 鎌介駅に l‘• 9) 、・［った タ

}i近か った。

遠く束京から離れ、それから i簾介作しか始よったのである

私は汽，1iに酔って胸が悪 く、ふらふらと）J.,し、た 澄さんは

パ '11 の油焼が頬に．’!•＇，くついていた 竹黙 って＇レし、て行った

今名えると由比ヶ浜通りを行って、 1原の台の‘尿迄令部）レい

たのである。 夫々大なり小な りの/iiを1与ったままで fー（共心

に空気の澄んだ美しい鎌介と思った

小林米珂という帰化炎人か火桑 さんて、私共はその家作の

中の 4サと いう 惜家に…入 った

)<！17の邸い広々 した家と 思 った 庭もあったし、杖1IIl， も3

尺より rj1広くて立派であ った。

小林家のお布さんというぱあや さんか何彼 と新しい1、9ifに

親切であった。 2、 3日後に、兄は八幡様に近い附屈小学校

の 4年生にすぐ編入。 私は欠 liがない ので町中の小学校 1年

'ヒとなった。

鎌れに引き移ることにな ったのは、 私が身体が弱かったの

が番の原因であったとのことであるか、父も 胄脱が弱いか

らでもあったそうである

鎌介は私を徐々に健康にしたよう であった 姉や兄は束点

の中学校女学校へ進んでいったが、私は鎌介の女学校へ通う

ようになった。

その頃一つしかなかった私四廉介女学校は＇ヒ徒数も少なく

家庭的な •9界囲気が溢れていた lこに、はしめてや／った失点の先

'Iこか私は大好きにな った。 行山女学院出の れ々 しい 岩永先生

は、放課後になると、クリケ，卜というィキリス式の遊ぴを

教えてドさったりした

私と鎌倉 一

,:小応l，は、私守の 2り'1の 1,に仕リ射，婚、 /力 J へり かれ

た主主、その後・1i! AIIlさilr. 7,I liil L’ くな，•， il .9↓し 9 、

う1史＇）を、先 ’Iの・人娘の 7レ スから 1't9.,． 

,,,u&、北木・ヽの旅のつし、てにンカコ・a;外,1)，．,f クト，9•r, li 

の 人水’ぷを，J} いたこと からった， 及 しく りむヽ I: ＇ん '9 ハ 1• I':.

屈II↓尖に 111ヽの息し、 出のさよさまなものに l'I'れて話 し．hかし

た 211 IIりは、物，，｛｝のように 私のIJl,/1こしま，てらる

私の 4.ilIこ[il：見町の’ぶ、次に f名9た 1,fr町の‘ぷし、それ

なりの．¥I!.し、出はあ＇）はするか、私のし，,,し、,,と変化の h,1 .. 

息い出は、殆んどこ の鎌介から出て＼ヽる？で hる

小学校、久学校．又休みの 11]比 ヶi)（の海水浴 9 II I・人る

と 束 ）；（へ竹•9) |さ|：げてしまう りll;（19)}.i.ii i晟介I.ii‘iヽJ.')I・

されたような 淋 しさ。 大地','i 、糸，＇；婚｀S: と人:•~fヒん迅しなから

も、私には鎌介か↓ーペて 中心であった

戦後の紅．増した 謙介 AIl ：卜は：iはと，99Iしら.,人の ））が少

なくなってしよった今のi兼介に、私は桟雑 なthK•4 ＼らはじめ、

多分このよよりと って 行 さそうである



一 私と鎌倉

鎌倉山の風娯

工見 Iう¢阪
I・'I 11i1、.:Q) ik介 lll I ・移収 I r * I二q・11よ、 l1,9/iLに 19には l柑

I'人 1、.',． 1’HI • 1;,;I・'-・ l,1. II 兄る•,,が出水 I- ｛史のI；冴人"’’’'求棟 Ji

↓・功Itii!, ✓)'ぶの l’り窓を 1;ll ヽ、 横 1l1Jd)l と上、 9て吝 Jヽ

1・,;,; I・の人，、ノ／マ 1,兄サたしのである

.: J) 倣 191人観 を91911’’'げ）サ数ヤム、えば「サか｝j:;•カ・

-i lの IIIII4各は兄｝ ｛I る 1 •, は出オ9 なし， r,’,．f．派な AJ;: 観てあ 9 た

I'li /」・りし念な •I\ l • I L、今 11C-11人 /,.'Jし富 1•も•おを il'i してしよ

, 9、 :I 1・ .、 |991、多くて数1991しか兄えなくな，てし土

, I• これがプ、 r. 9 グとし、')奴のし、なづらなのであろ・； 以

lli) 1 i f々‘')'<・},'が'KI』をち')i fめ Iこi.[1こかI'し、てし、た 今の I欠に

9 iり＇けなし、 し＇，＇や（（）しは北 1 しり＇し人の川も 9,1 9ンも兄

1··/·,t,• なく r、 知らなし、 Iころ ; I・/,（反お）1様・・・・・・ グ）":1;

ん：：IKわなし、 fごろ）

伐り）・;,:り），11には柑tl＜しヽ 小lllか．. ・'"にかべな ）て兄え，

そのIiSlJ↓｛・は松があ 9て，二 ill 二松かかかる磁観 1よ•.:: iL { 

1 /.・ '加の入しし、水'.!珊 lの様てあ，に 1<Ji・が l；り兌~・ヒ

地必／』文 と称して 9 /9レ l・ ザ は (1'市 の音をたててその

111,., l;/J') 1::1 、ヽ 20JjJ•I' の IムK な 'L地か出 AC Iこ しかし ｛央 の家

グ） Kり）な水ふ"'りは破Jtl"れてし主つにの Iご． これは '1iに棟 Ji

れ と｛史とのみのl'/rィ［物 ではない 1兼介の名所であったのだ。

そ iLのみではなしヽ ,1,をとられた x.99こ、未11-iJi1l1iから来る台

風 9よ 1(1 松~に、猛烈に（灼かの尿 9 こ．9', って来る 様にな った。隣の

米の i,111は kii'くずれがしに。 （災の家では l99,i戸 が JIをひ’、屋

似 の Jしがlitぴ． kJI・上て；んち て，；； 1こ困 った。 1991様に波'、'fを受

げな人し決して少なくはなし、 Iごろう。これも公況の•つでな

くて 何 であろう

伐~ば ！ 9111 •紀のイキリ 9、 I女ひ'7 9J，パの I)i：北 り',・命の素11,'Iり

しぺと、後の公，1位）悩みを，l｝し、な令を、'i'9んだII、r、 11,j,:の今 II

が l91 •そのテツを t行みつつある ’I• を痛感した。 束点のあの 郡

,h,，1仙lり）キタ,--'<,/ わがf原介しその例外、であ り得 る •Ii. 9 よ ま

j簾倉山

ぬかれ雅し、 としても． ＇討明な人の努力によって．闊 1,,:1-,,,,11,

さること＇「ら、このめぐよれた美しし、風，．．をよ（保存する ’Iヽ

こそ正しい人間の任務である。

かつて（莫はフランスやスヘインの地中渾）；，，を旅行して．兵

しし、｝●＼屈を抽いてまわったことがある その兵しさや気1氏は、

j―I文頂介やIt11南地）jのそれが類似してしヽる しかし人々は 1瓜

姐を破壊しなし、て家を建て、よく ’ls活してし，る。さすかに文

9,）］ |Kl fごと忠った 僕は・漁けの路傍のコンクリ ート を鉄鎚で

強く打ってみたが、 •つのキスもつかず、むしろ鉄繍がマケ

たのに梵いた。又、ホテルの窓橡のコンク ＇）ートの I•ーて、火

打イ iを｝f外つて 兄たが、火打イiは 1兵 って も、コンクリートには

条もつかなかった ／ （n本のコンク＇）ートはどうだろうか？

そして 」，,今はコンクリートの建安か大流行である．／）

パ ＇） の汗IIFiはレディー ・メートであっても、大亥治心地 が

し、し、 （英の足が知くて ’’’邸 であるから、フランスのレディー・

・メ イドの靴はにい 11のを買うわけだか、それても U本のオ

ーダー ・メー トの靴よりはるかにはさ心地がし、い

ある 人 はそれに答えてりしれた 一~アクラをかし、てしヽる -/'，

が椅 f を作るから II 本の椅 J'• は火に i.f:') 心地か：ii し、 外の I

に；iij団を 敷 いて衷る男が造る U本のへ，ドは、火に哀心地が

悪しヽのは町然でしょう・ ・• • • • と。

古都の名所

寺 （山之内）鎌倉五山第一位

趾 hi9II< ｝，9, J9大い,,て今か， r．］ 71 7 :I 

99’l itl< 5,1 1253;1 9.0位l(1次Hi4t 1 

廿＼'''"よ，て11,,され＼ r : ▲多 ，9 ［ti i 

，r， 安し化財かわり !Ill/,I99)公悶19 19る

― - -

浄智寺 （山之内）鎌倉五山第四位

ll9号を'，9t山とし9¥，．It朱u.}999の係99叶が父

；：政の心後'；1ら4,, 1 28 1 り）以後に建、•r.

したとしヽわれ、境内には 9廉介'"の つII

ぶの"•かある

， ラ・・＝

寿揖寺 （吊ヶ合）鎌倉五山第三位

出 h; uk ¥，爪： lllりを (0谷9ll’ りし今カ

‘’約 770り9;,9 91,｛; 2 :1 1 200 ii h,9知悧

の人人政 fか栄,,悧帥を'""'として也、tL 
た ut』丘 1卜は9999月の父叫義のが数9ご， 9

所てある

浄妙寺（，争妙寺）鎌倉五山第五位

洲，辻J< ，•，艮''"りん {,99 伯 ,1,; りし令 r，. ， 9

杓 782'[li11 文，994’1 11889[ ILil洩殷

ヵ99t ,•r. L.． h: fll 1しの Rイi',9 し '4,• f 





●編集後記

瑾釘iiにここの声をちげて20年の改月か討ちま

した，この20年をふりかえってみますと速多の1付

牡な関所を辿ってぎたことを改めて感じ、あわせ

てこの困難を東り越えて今日をあらしめられた先

fl'，各位のこ＇努 1JIこ対し深く惑5名をいたす次店てあ

りますか、この雅関を采り越えさせる大いなるカ

となって下さった会li、お取引先各位のこ援助：こ

対しまして衷心よりおtLの言莱を中しあげます

ここに当1,jlとして初めての記念誌を甜さんし、

みなさまと共：こ記念ヽ‘•キこしだくこのような冊 f• を

紺さんした次第であります。 20年の内容は極めて

翌直でど il ＾つとして行〈 こ とのてきないもの，ょ・

かりであり、止むを得ず大筋のものに集約いたし

ました関係で内容的に允分満足するものてはあり

ませんが、こ の小冊十が記念としてみなさまのお

手）じにいつまても残るものである こ とを念頼する

ものであ ＇）ます。

記念誌叫さんにあたって写真等な料の提供をし

て下 さった 各位に対しまして本紙面をかりてお礼

巾しあけます。

発行 浪介 1,i It1 令 hl,
竹郎・よ），

辺島 准介 1,1 /TI 令 I9F
，';贔 •

印刷 西武 F/llJ:IJ株式会 It

,;iし・i'i-1-裕仔 レイアウト ．｝IIIi正義

創立20圃零奮記念して
マー

斬らしい庫●を綱定い
たしました

憲匠について
円の，）iなり 年綸 9よ

鎌倉の歴史と伝吐．、＇！
令山の4嘘と円約ぃ人

の和を」Jつします
マ

巾心の逆：'fりは、 J）を
アレン/したものて、

,＂J述の中での9凸進をむ．
味します

円の二．力所の突起は令
磁機関の 一．肱 1111 公 Jt
性、 f;J用、建全経貨

を£こわしています



゜


